
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
７
０
回 

 南
奥
駈
道
（
行
仙
宿
か
ら
東
屋
岳
）
の
巡
視
・
整
備 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
３
月
１
５
日 (

日)  

晴 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
濱
野
兼
吉
、
中
前
偉
、
山
川

治
雄
・
自
知
、
岩
本
信
行
、
志
岐
敬
、
山
本
直
子
、
梶
野
照
雄 

瀧
本
昭
太
郎
、
斎
藤
和
美
、
平
田
美
紀
、
小
中
雅
美 

 
 
 
 
 

 

１
５
名 

  

近
鉄
吉
野
口
駅
で
志
岐
さ
ん
と
山
本
さ
ん
を
拾
っ
て
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
登

山
口
に
向
か
っ
た
。
新
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
付
近
か
ら
見
え
る
大
普
賢
岳
は
真
っ

白
に
な
っ
て
い
た
。
昨
日
の
雨
は
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
雪
だ
っ
た
よ
う
だ
。

集
合
時
間
の
８
時
半
か
ら
１
０
分
遅
れ
で
登
山
口
に
到
着
、
す
で
に
１
２
名
が

揃
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
荷
物
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
込
み
、
靴
を
履
き
替

え
て
い
る
間
に
全
員
歩
い
て
登
り
始
め
て
い
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
て
終
点
に
向
か
う
。
終
点
で
荷
物
を
降
ろ
し

み
ん
な
の
到
着
を
待
つ
。
５
分
ほ
ど
で
次
々
と
到
着
、
そ
れ
ぞ
れ
荷
物
を
背
負

っ
て
行
仙
宿
向
け
て
歩
き
始
め
た
。 

行
仙
宿
に
到
着
。
今
日
の
行
程
は
行
仙
宿
か
ら
東
屋
岳
を
経
て
Ｒ
４
２
５
に
下

り
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
崎
、
生
熊
の
２
名
が
下
山
口
ま
で
車
を
回
す
役
目
と

な
る
の
で
、
出
発
前
に
全
員
揃
っ
た
写
真
を
撮
る
。 

捲
き
道
の
点
検
を
山
川
、
岩
本
、
濱
野
の
３
名
に
お
願
い
し
て
、
１
０
名
が
笠

捨
山
山
頂
を
目
指
す
。 

 

 
 

 
 

 

登
山
口
で
作
業
説
明 

 
 
 

出
発
前
に
全
員
で 

 
 

 
 

 

捲
き
道
分
岐 

【
行
仙
宿
、
車
回
送
班
】 

 

朝
９
時
半
過
ぎ
に
１
３
名
の
仲
間
を
見
送
り
、
早
速
倉
庫
内
の
整
理
に
着
手

す
る
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
ロ
ー
プ
類
も
相
当
量
デ
ポ
さ
れ
て
い
る
し
、
工
具
・

道
具
な
ど
も
種
類
が
多
い
上
に
、
持
ち
込
み
の
都
度
倉
庫
に
納
め
る
だ
け
な
の

で
、
用
途
ご
と
の
分
類
が
出
来
て
お
ら
ず
、
使
用
の
度
に
置
き
場
所
を
探
す
の

に
一
苦
労
し
て
い
る
。
倉
庫
整
理
は
一
筋
縄
に
は
い
か
ず
、
２
時
間
掛
か
っ
て

左
側
の
上
２
段
に
や
っ
と
目
途
が
つ
い
た
。
お
昼
前
に
な
っ
て
い
た
の
で
作
業

中
断
、
小
屋
で
昼
食
を
摂
る
。 

巡
視
班
は
２
時
半
ご
ろ
に
下
山
予
定
な
の
で
、
１
時
過
ぎ
に
行
仙
を
出
る
か
？

と
話
を
し
て
い
た
が
、
梶
野
君
へ
の
無
線
で
、
下
山
は
一
時
間
位
遅
れ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
笠
捨
山
北
面
の
雪
が
深
く
苦
労
し
て
い
た
よ
う
だ
。 

昼
食
後
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
出
し
て
、
運
び
上
げ
た
雑
木
を
小
切
る
。
終
了
後
、

椎
茸
菌
を
打
ち
込
ん
だ
榾
木
の
覆
い
に
か
け
て
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
強
風

で
捲
れ
あ
が
っ
て
い
る
の
を
生
熊
さ
ん
が
見
つ
け
て
「
も
う
、
立
て
て
も
い
い



時
期
だ
」
と
の
こ
と
か
ら
、
杉
の
木
に
細
め
の
丸
太
を
２
ヶ
所
か
け
て
、
榾
木

を
立
て
掛
け
て
並
べ
た
。
収
穫
が
楽
し
み
だ
。
戸
締
り
な
ど
を
確
認
し
て
、
午

後
２
時
少
し
前
に
小
屋
を
後
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

記
；
沖
崎) 

 

【
笠
捨
山
捲
き
道
点
検
班
】 

 
 

 

捲
き
道
班
の
倒
木
処
理 

濱
野
・
岩
本
・
山
川
の
３
名
は
逓
信
道
の
点
検
の
た
め
、
９
時
４
０
分
過
ぎ

に
行
仙
宿
小
屋
を
出
発
し
た
。
奧
駆
道
か
ら
逓
信
道
に
入
り
間
も
な
く
杉
の
倒

木
が
道
を
塞
ぎ
、
山
川
さ
ん
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
処
理
、
山
川
さ
ん
は
熊
野
市

の
国
道
４
２
号
線
と
海
岸
の
間
に
あ
る
国
有
林
の
間
伐
処
理
に
永
年
携
わ
っ

て
き
た
だ
け
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
は
本
職
並
み
で
あ
る
。 

逓
信
道
は
笠
捨
山
の
中
腹
を
巻
い
て
、
奧
駆
道
の
葛
川
分
岐
に
通
じ
て
い
る
。

距
離
は
長
い
が
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
少
な
く
時
間
距
離
は
短
く
便
利
。
台
風
や
大

雨
の
後
は
、
崩
落
や
土
砂
崩
れ
が
な
い
か
必
ず
点
検
し
安
全
確
認
を
行
う
必
要

が
あ
る
う
え
に
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
り
木
道
を
渡
し
た
り
さ
ら
に
そ
の
上
に
エ

キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
で
滑
り
止
め
等
の
対
策
は
施
さ
れ
て
は
い
る
が
、
一
歩
間

違
え
ば
谷
底
に
滑
落
を
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
一
般
の
人
に
は
す
す
め
ら
れ
な

い
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

私
た
ち
は
休
憩
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
進
み
、
鉄
塔
の
付
近
で
高
野
槙
の
木

を
み
つ
け
岩
本
さ
ん
が
彼
岸
の
お
供
え
に
と
採
取
す
る
。
数
年
前
に
逓
信
道
に

１
０
個
の
木
札
の
標
識
を
付
け
た
が
、
全
部
を
き
ち
ん
と
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
中
間
地
点
の
５
の
標
識
の
と
こ
ろ
で
ロ
ー
プ
を
繋
い
で
い
る
木

が
枯
れ
危
険
な
の
で
、
手
を
添
え
ず
に
通
過
す
る
が
こ
こ
は
ガ
レ
場
で
杭
丸
を

打
ち
込
み
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

途
中
の
道
は
凍
結
し
て
い
た
が
滑
る
こ
と
も
な
く
通
過
で
き
た
が
、
今
後
凍

結
し
な
く
な
っ
た
と
き
の
状
態
が
ど
う
な
の
か
き
ち
ん
と
点
検
が
必
要
な
の

で
、
山
川
さ
ん
よ
り
今
後
こ
の
道
の
利
用
を
含
め
我
々
も
総
合
的
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
、
と
提
起
を
受
け
る
。 

奧
駈
道
と
の
合
流
す
る
近
く
で
雑
木
の
倒
木
を
処
理
し
、
１
１
時
３
５
分
に

葛
川
辻
に
到
着
。
山
川
さ
ん
は
付
近
の
道
を
塞
ぐ
杉
の
倒
木
を
処
理
し
、
笠
捨

組
を
待
っ
た
。 

行
動
タ
イ
ム 

行
仙
小
屋09

：40

→10

：25

鉄
塔
ベ
ン
チ10

：50

→11

：35

葛
川
辻  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(

記
；
濱
野
、
写
真
；
岩
本) 

【
笠
捨
山
山
頂
班
】 

Ｐ 

１
２
４
６
へ
登
り
だ
す
あ
た
り
か
ら
積
雪
が
あ
り
、
笠
捨
山
山
頂
付
近
は

１
０
㎝
ほ
ど
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。
山
頂
ま
で
に
小
径
木
は
手
ノ
コ
で
３
本
、

２
０
㎝
ほ
ど
の
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
２
本
切
除
し
た
。
山
頂
で
少
し
休
憩
し

て
葛
川
辻
へ
降
り
る
。
葛
川
辻
ま
で
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
２
回
使
用
し
た
。 

笠
捨
山
西
側
も
積
雪
が
あ
り
、
急
な
下
り
で
足
を
滑
ら
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に

歩
を
進
め
た
。
１
２
時
半
を
過
ぎ
て
、
や
っ
と
葛
川
辻
に
着
く
。
捲
き
道
班
３

名
は
す
で
に
到
着
し
て
い
て
、
少
し
先
の
倒
木
も
処
理
済
み
だ
っ
た
。
お
昼
を



過
ぎ
て
い
た
が
、
２
６
番
鉄
塔
の
広
場
で
昼
食
を
摂
る
こ
と
に
し
て
出
発
す
る
。 

 
 

 
 

 

笠
捨
山
北
面
で 

 
 
 

 
 

山
頂
に
到
着 

 
 
 
 

 
 

笠
捨
山
西
側
で 

１
２
時
４
０
分
に
鉄
塔
広
場
に
着
い
て
、
思
い
思
い
の
場
所
で
昼
食
を
摂
る
。 

少
し
風
が
あ
る
が
、
日
差
し
は
強
く
、
体
感
温
度
は
プ
ラ
ス
１
℃
位
に
感
じ
た
。 

 
 

 
 

 

２
６
番
鉄
塔
で
昼
食 

 
 
 

鉄
塔
先
の
倒
木 

 
 
 

 
 

槍
ヶ
岳
山
頂 

午
後
一
時
に
鉄
塔
広
場
を
出
発
、
最
初
の
な
だ
ら
か
な
ピ
ー
ク
を
越
え
た
と
こ

ろ
に
杉
の
木
が
倒
れ
こ
ん
で
い
た
。
山
川
さ
ん
は
「
し
ゃ
が
ん
で
潜
れ
る
の
で
、

置
い
と
こ
や
」
と
言
う
が
、
こ
こ
ま
で
ま
た
切
り
に
来
る
の
は
大
変
な
の
で
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
下
ろ
し
た
。
約
７
分
で
２
ヶ
所
を
切
断
し
て
登
山
道
を
確
保

し
た
。
其
の
後
、
槍
ヶ
岳
の
山
頂
と
鞍
部
の
地
面
の
状
況
を
調
べ
た
。
ど
ち
ら

も
地
面
の
下
は
岩
で
、
杭
を
打
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
山
頂
は

簡
単
に
登
る
こ
と
が
出
来
、
「
紀
州
わ
ら
じ
会
」
の
朽
ち
た
標
識
が
あ
る
だ
け

で
、
碑
伝
は
無
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

ク
サ
リ
点
検
（
東
側
） 

 
 

地
蔵
岳
山
頂 

 
 
 
 

 

ク
サ
リ
点
検
（
西
側
） 

中
前
さ
ん
に
も
お
願
い
し
て
、
地
蔵
岳
前
後
に
設
置
の
ク
サ
リ
を
点
検
す
る
。

シ
ャ
ッ
ク
ル
に
緩
み
は
な
い
か
、
取
り
付
け
部
の
立
木
に
異
常
は
無
い
か
を
確

認
し
た
。
女
性
が
多
か
っ
た
の
で
、
地
蔵
岳
越
え
に
少
し
時
間
が
掛
か
っ
た
。 

午
後
３
時
、
や
っ
と
東
屋
岳
の
分
岐
に
到
着
。
こ
こ
ま
で
に
３
本
の
倒
木
を
処

理
し
た
。
Ｒ
４
２
５
に
向
か
っ
て
下
る
が
、
落
葉
で
不
明
瞭
な
場
所
が
多
く
、

２
回
道
を
外
れ
て
、
１
５
分
ほ
ど
ロ
ス
を
し
た
。 



午
後
４
時
半
、
よ
う
や
く
全
員
が
国
道
に
下
山
、
長
い
間
お
待
ち
い
た
だ
い
た

沖
崎
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

東
屋
岳
東
側
で 

 
 
 

 
 

 
 
 

四
阿
ノ
宿 

 
 

 
 

 
 
 
 

東
屋
岳 

冬
季
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
道
は
、
掃
除
さ
れ
て
い
た
の
か

落
石
や
、
水
流
に
よ
る
落
ち
葉
の
堆
積
も
無
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き
、
午

後
５
時
、
補
給
路
登
山
口
で
解
散
し
た
。 

 
 

 

植
林
を
下
る 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

国
道
４
２
５
に
下
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (

記
；
梶
野
、
写
真
；
志
岐
、
瀧
本
、
梶
野)

 

行
動
タ
イ
ム 

行
仙
宿0
9

：4
0

→0
9

：5
6

捲
き
道
分
岐
→1

1

：5
0

笠
捨
山
→1

2

：4
5

鉄
塔

広
場1

3

：0
0

→1
4

：0
0

地
蔵
岳
→1

5

：0
0

東
屋
岳
分
岐
→1

6

：3
0

Ｒ
４
２

５
→
補
給
路
登
山
口1

7

：0
0
 


